
　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
予

算
は
、「
第
一
次
霧
島
市
総

合
計
画
」
の
実
現
な
ど
を
目

指
し
、
行
政
評
価
を
活
用
し

な
が
ら
７
つ
の
政
策
分
野
を

推
進
す
る
た
め
に
、
基
本
的

な
経
営
方
針
の
徹
底
、
自
主

財
源
の
確
保
、
事
務
事
業
の

抜
本
的
見
直
し
、
投
資
的
事

業
の
厳
選
、
指
定
管
理
者
制

度
等
の
活
用
な
ど
に
積
極
的

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
市

制
施
行
10
周
年
関
連
の
記
念

事
業
な
ど
を
勘
案
し
編
成
さ

れ
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
予
算
と
比
較

す
る
と
、
予
算
規
模
で
４
億

８
０
０
０
万
円
、
約
0.9
％
増

と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
要
因
は
、
行
財
政
改

革
の
推
進
に
伴
い
、
人
件
費

や
公
債
費
な
ど
が
減
少
す
る

一
方
、
子
ど
も
子
育
て
支
援
新

制
度
へ
の
移
行
や
障
が
い
者

福
祉
等
の
社
会
保
障
関
係
費

な
ど
の
増
と
、
本
年
度
か
ら

一般会計
当初予算

551億円を可決
一般会計は前年度比4億8000万円増

工
事
に
着
手
す
る
国
分
庁
舎

増
築
や
関
平
鉱
泉
所
再
整
備

に
要
す
る
経
費
な
ど
が
増
加

し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

主
な
質
疑

■問　
地
方
交
付
税
が
下
が
っ

た
中
で
、
切
り
詰
め
た
経
費

が
あ
る
か
。

■答　
義
務
的
経
費
が
全
体
予

算
の
55
・
９
％
を
占
め
て
い

る
中
で
、
人
件
費
に
つ
い
て

は
継
続
し
て
職
員
等
の
削
減

に
努
め
た
。投
資
的
経
費
は
、

国
分
庁
舎
別
館
建
設
や
関
平

鉱
泉
所
の
再
整
備
な
ど
を
計

上
し
た
が
全
体
的
に
は
減
っ

て
い
る
。
今
後
も
経
費
の
削

減
に
努
め
な
が
ら
、
自
主
財

源
を
確
保
し
て
い
き
た
い
。

■問　
ふ
る
さ
と
納
税
促
進
事

業
の
詳
細
を
示
せ
。

■答　
地
場
産
業
の
振
興
と
地

域
の
活
性
化
を
図
る
観
点
か

ら
、
平
成
27
年
度
は
農
産
物

特
産
品
な
ど
お
礼
の
品
と
し

て
１
５
０
品
目
を
考
え
て
い

る
。

■問　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、

対
象
児
童
を
全
て
受
け
入
れ

ら
れ
る
の
か
。

■答　
新
制
度
で
は
、
対
象
児

童
が
小
学
６
年
生
ま
で
と
な

る
の
で
、
手
狭
に
な
る
ク
ラ

ブ
も
あ
る
。
当
初
予
算
で
は

計
上
し
て
い
な
い
が
国
・
県

の
補
助
金
を
活
用
し
、
今
後

の
補
正
予
算
で
対
応
し
た

い
。

■問　
関
平
鉱
泉
の
新
工
場
・

事
務
所
の
完
成
は
い
つ
か
。

■答　
新
工
場
等
の
完
成
は
、

平
成
28
年
５
月
末
を
予
定
し

て
い
る
。

■問　
単
独
浄
化
槽
か
ら
合
併

処
理
浄
化
槽
の
転
換
に
つ
い

て
、
補
助
金
は
ど
う
な
る
の

か
。

■答　
転
換
を
図
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
今
ま
で
の
９
万
円

に
３
万
円
を
上
乗
せ
し
て
、

12
万
円
の
補
助
金
を
支
給
す

る
制
度
に
変
更
す
る
。　
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各会計予算
会  計  名 平成27年度 平成26年度 差  引  額

一 般 会 計

合　　計

551億円

173億1,149万円

12億5,910万円

99億7,180万円

2,258万円

16億1,118万円

6,650万円

302億4,267万円

853億4,267万円

546億2,000万円

150億4,747万円

12億6,460万円

99億8,060万円

2,346万円

15億1,140万円

8,032万円

279億785万円

825億2,785万円

4億8,000万円

22億6,402万円

△550万円

△880万円

△88万円

9,978万円

△1,382万円

23億3,482万円

28億1,482万円

国民健康保険

特 別 会 計

後期高齢者医療

特 別 会 計

介 護 保 険

特 別 会 計

交通災害共済事業

特 別 会 計

下 水 道 事 業

特 別 会 計

温 泉 供 給

特 別 会 計

小　　計

特

別

会

計

企業会計予算

※企業会計予算は、収益的支出及び資本的支出を合計したものを掲載しています。

平成27年度  一般会計予算の主な事業 １万円未満切り捨て

国分庁舎別館建設事業 6億4,444万円
現庁舎北側駐車場に４階建ての庁舎を増築する

市営住宅等建て替え事業 8,413万円
老朽化した霧島田口団地1号棟の建て替えを行う

公園整備事業 5,700万円
国分上小川地区にコミュニティ広場を整備する

新川北線道路整備事業 8億5,580万円
新川北~福島線のしらさぎ橋上部工事や取り付け道路
を整備する

関平鉱泉所販売・管理事業 10億6,022万円
老朽化した既存工場の建て替え及び製造機器設備工事など

放課後児童健全育成事業 2億127万円
放課後児童クラブの運営補助ほか

農道･用排水路整備事業 1億1,262万円
春山緑地公園へのアクセス道路の改修ほか

危険廃屋解体撤去工事補助事業 300万円
周囲に危険を及ぼすおそれのある建物の解体･撤去に
係る費用の一部を助成する

橋梁長寿命化修繕事業 1億5,570万円
市道に架かる橋梁について、別府橋(隼人)ほか３橋の
修繕工事と126橋の定期点検を実施する

建築物耐震改修促進事業 8,794万円
特定建築物及び一般住宅の所有者に対して、既存建築
物の耐震診断及び耐震費用の一部を補助する

学校施設整備(小学校･中学校) 8億720万円
老朽化している市立小･中学校の各施設を年次的に整
備し、教育環境の整備を図る

小学校英語教育推進事業 773万円
平成28年度から小学３・４年生で外国語学習が実施さ
れることから、研究推進校４校で先行して研究･実践
を行う費用など

県立福山高等学校通学費等支援事業 480万円
生徒の確保を図るため、通学経費及び資格取得経費の
一部を補助する

合併処理浄化槽設置整備事業 2億2,368万円
単独処理浄化槽やくみ取り便槽から切り替えを行う市
民に対し補助金を交付する

ごみ処理場管理運営事業 9億5,890万円
市民生活から排出される可燃ごみ･不燃ごみ･粗大ごみ
を安定的に、経済的かつ衛生的に処理する

移住定住促進事業 3,443万円
市外から転入及び本市の市街地からの転居により、本
市の中山間地域に移住定住する者に対し住宅の取得、
増改築費用等の補助を行う

ふるさと納税促進事業 2,933万円
地元企業とタイアップし、ふるさと納税による本市へ
の寄附の促進及び地元特産品等のPRを行うことによ
り、地場産業の振興、地域の活性化を図る

青年就農給付金事業 2,850万円
経営の不安定な就農初期段階における青年の新規就農
者及び経営継承者の所得の確保及び経営の安定を図る
ため、青年就農給付金を給付する

会  計  名

水 道 事 業 会 計 34億4,404万円 34億6,957万円 △2,553万円

工業用水道事業会計 4,485万円 4,025万円 460万円

病 院 事 業 会 計 53億113万円 49億6,223万円 3億3,890万円

平成27年度 平成26年度 差  引  額

１万円未満切り捨て １万円未満切り捨て

※１万円未満を切り捨てているため小計が合わない場合があります。
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